
に
倒

L
、
女
い
で
公

m認
の
獄
に
移

L
、
十
且
品
川
六

日
制
削
首
の
刑
に
臨
し
た
o

U
千年品
川
六
。
明
治
二
年
十

月
桜
山
山
間
同
の
前
非
を
赦
L
、
一
一
一
年
間
十
且
酬
明
忠
明
に

駅
校
二
分
の

一
を
給
し
て
そ
の
後
を
裂
が
し
め
、
サ

凶
年
制
闘
品
川
祉
に
合
犯
せ
ら
れ
、
十
二
且
略
国
田
を
以

T-
E
五
位
を

m
o給
う
た
。

ヲ
ガ
ハ
h
F
ダ
カ

ゲ

小

川
忠
景
泌
総
六
郎
左
衛

門
・

ザ
左
衛
門
。

初
め
羽
釘
氏
に
仕
へ
た
が
、
義
景

の
以
後
前
山
利
家
に
版
取
し
た
。
そ
の
嫡
統
は
孫
忠

左
衛
門
に
烹
り
、覚、氷
十
抗
年
筑
結
に
凶
っ
て
麗
し
、

家
断
絶
し
た
。

ヲ
ガ
ハ
タ
ダ
カ
ツ

小
川
忠

勝

沼

桝
弘
次
。
朝

釦
人
向
齢
の
二
男
で
、
名
を
貞
開
制
と
郁
L
た
。
矢
田

齢
、
駅
山
の
補
給
と
い
ふ
者
か
ら
金
掛
川
間
出
向

・
格
火

矢

・
引
火
等
の
術
を
併
受
L
、
之
を
長
男
旬
闘
に
相

似
し
た
が
、
問
問
に
氏
子
な
き
路
弟
点
結
に
僻
へ

た
。
然
る
に
文
総
の
役
に
貞
日
開
は
加
際
河
川
正
の
お
に

肥
附
名
秘
匿
の
附
管
に
伴
は
れ
、
後
大
坂
に
止
ふ
り
、

山
お
久
次
と
名
来
っ
て
ゐ
た
の
を
、
前
倒
利
長
は
召

抱
へ
て
扶
持
攻
防
は
り
、
小
川
氏
を
群
せ
し
め
た
の

で
あ
る

om永
十
況
年
間
日
。
そ
の
子
孫
は
杭
々
火
矢

方
と
し
て
務
に
仕
へ
た
。

ヲ
ガ
ハ
チ
ョ
ウ
エ
モ
ン

小

川
長
右
衛
門

前
山

利
家
に
仕
へ

、
職
百
石
を
協
は
り
、
御
制
官
箭
奉
行
を

勤
め
た
が
、
後
子
孫
断
絶
し
た
。

ヲ
ガ
ハ
デ
ン
ザ
エ
モ
ン

小
川
偲
左
衛
門
前
凶

利
一
生
の
銭
飽
小
問
小
川
佐
次
右
衛
門
凶
代
の
孫
で
、

小
川
流
の
銭
飽
を
能
く
し
た
。
前
回
綱
紀
の
子
利
設

の
山
川
金
搾
に
在
っ
た
時
召
出
さ
れ
、
そ
の
大
製
寺
侯

と
な
っ
た
時
之
に
従
ひ
、
従
附
」l
三
年
入
且
七
十
三

円
以
を
以
て
裂
し
た
。

一

ヲ
ガ
ハ
ナ
ホ
コ

小
川
直
子

初
名
口
回。

河
島
良

-
左
衛
門
の

-Zで
、
文
hm一
手
九
且
小
川
申
告
隔
に
銭

ヲ
力

し
た
。
元
治
元
年
忠
慌
の
紛
へ
ら
れ
て
死
に
心
地
せ
ら

一

ヲ
カ
ベ
ウ
マ
ザ
Z

モ

ン

岡

部
馬
左
衛

門

前

聞

る
与
の
前
数
日
、
品
自
ら
夫
に
代
っ
て
獄
に
入
ら
ん

一
綱
紀
に
仕
へ
て
二
百
石
を
受
け
、
小
松
御

M
姐
に
列

こ
と
を
拙
う
た
が
、
定
之
を
斥
け
て
親
族
に
付

L
一
L
、
元
政
六
年
別
問
。
子
孫
総
に
附
製
す
る
。

た
。
明
治
の
後
教
育
の
附
舶
に
従
ひ
、
什
六
年
還
に
高

一

ヲ
カ
ベ
シ
チ
ザ
Z

モ

ン

岡

部
七
左
衛
門
羽
咋

輸
御
所
に
召
さ
れ
、
前
宮
昌
子
・
周
富
岡
山
子
商
内
親

一
一
山
萩
谷
の
入
。
代
々
十
村
役
の
家
柄
で
あ
っ
た
。

七

王
の
御
教
授
係
を
命
ぜ
ら
れ
、
名
を
依
め
て
直
子
と

一
左
衛
門
航
箆
に
芯
厚
〈
、
沿
岸
砂
漠
の
地
に
植
林
を

耕
し
た
o
三
十
六
年
老
を
以
て
致
仕
し
、
大
正
入
年

一
奨
附
L
、

χ
抗
村
数
桝
の
途
を
都
じ
て
、

一
訟
尊
心

九
月
六
日
夜
、
町村千

4
八
十
O

特
回
目
を
以
て
従
六
位
に

一
同
利
民
一
酬
を
計
っ
た
が
、
安
永
四
年
四
月
十
日
現
L

陀
叙
せ
ら
れ
た
。

一
た
。
後
村
民
共
の
仙
加
を
崇
め
て
村
山
に
嗣
脅
建
て
、

ヲ
ガ
ハ
ハ
チ
ロ
ヱ
モ
ン

小
川
八
郎
右
衛
門

父

一
村
一
位
十
兵
衛
の
泌
を
合
記
し
て
私
に
宇
抱
祉
と
総
L

大
和
守
は
近
江
の
入
。
初
め
問
問
秀
次

・
字
叩
い
多
秀

一
た。

家
に
仕
へ
た
が
院
長
七
年
来
っ
て
附
川
利
日
以
の
隠

一

ヲ
カ
ベ
ナ
市
ゾ
ウ
岡
部
直
造

設
は
子
向
、
成

と
な
り
、

政
七
百
石
を
受
け
、
御
先
間
一川
に
任
じ
、

一
町民
・
計
隣
・
佼
郊
卒
と

脱
し
た
。
羽
咋
郡
萩
谷
の
人

十
一
一
年
夜
。

子
篠
山
々
滞
に
仕
へ
る
。

一
で
、
十
村
役
所
勤
め
、
明
治
二

4
継
中
の
民
民
が
騒

ヲ
ガ
ハ
ホ

小
河
保

石
川
端
に
在
っ
た
。
三
宮

一
鐙
L
た
川
、
新
川
部
加
街
組
紋
前
と
な
っ
て
之
を
治

古
杷
文
和
二
年
四
月
十
日
臨
時
祭
の
伎
に
、『
線
旅
巴

一
め
た
。
同
十
九
年
九
月
J
t
四
日
六
十
三
政
そ
以
て

下
十

一
人
巾
略
、
小
河
保
三
人
』
と
あ
る
。
俊
悦
小
河

一
段。

村
が
あ
る
。

一

ヲ
カ
ム
ラ
ナ
ホ
カ
h
F

岡
村
直
方

大
禦
寺
市
附
士
。

ヲ
ガ
ハ
マ
ゴ
ザ
エ
モ
ン

小

川
孫
左
衛
門

元
利

一
訟
は
直
方
、
決
と
都
L
、
的
行
文
は
恕
泌
と
脱
し
た
。

元
年
初
め
て
，

M
m利
治
に
仕
へ
、
六
百
行
を
領
L
一
父
眠時
出
の
後
を
受
け
て
蔽
r
M
十
石
な
受
け
、
近
習
役

た
。
子
孫
閉
山
に
川
却
す
る
。

一
即
時
脅
勤
め
た
が
給
制
拙
弓
町
内
兵
阜
の
外
に
凪
附
院
を
哨

み
、
山
付
開
北
A
H
n

振
や

-mん
で
之
止
可
能
く
し
た
。
腿

郎
三
均
十

一
H
A
二
十
日
間
問
。
平
年
七
十
入
。

ヲ
カ
ム
ラ
ヨ
シ
チ
カ
岡
村
義
比

大
型
寺
山
裕
士
。

辺
酬
明
僻
苔
・五
百
木
。
柿
仰
は
義
隠
・お
比
。
字
は
伯
服
、

容
伐
と
似
し
た
o

p
〈
組
側
々
務
の
足
純
で
あ
っ
た

が
、
義
出
は
波
活
却
を
助
み
、
安
永
三
年
三
Mn近
官

役
に
召
出
さ
九
一、
文
化
六
年
正
月
新
知
五
十
石
訟
給

せ
ら
れ
た
。
議
比
詩
書
銀
前
び
に
之
を
能
く
し
、
傍

ら

9
・

m筒
に
及
び
、
文
化
十
三
年
十
二
月
七
日
六

十
二
阪
で
裂
し
た
。
隙
鋭
に
取
引
札
抗
出
来
が
あ
る
。

ヲ
カ
モ
ト

岡
本

鳳
至
郡
山
停
の
内
の
小
宰
。

ヲ
カ
モ
ト
ウ
ダ
且
ウ
岡
本
右
太
夫

加
賀
躍
仙
の

ヲ
ガ
ハ
マ
チ

小
川
町

金
剛
仰
の
川
名
。
上
小
川

町
・
下
小
川
町
に
分
か
れ
て
ゐ
ろ
。

明
治
四
年
四
周

戸抑制
編
成
の
際
、
路
傍
に
桃
川
あ
る
含
以
て
、
こ
の

町
名
を
立
て
た
。

ヲ
ガ
ハ
モ
へ
エ

小
川
茂
兵
衛
小
川
忠
勝
山
次

男
o
w
H
永
十
出
年
御
沙
加
に
拘
附
さ
れ
、
切
米
三
十

依
を
賜
は
り
、
火
矢
御
用
並
び
に
殺
生
御
用
を
勤
め

た
が
、
活
文
三
年
波
し
た
。
枠
佼
右
衛
門
相
縦
L
、

定
番
御
従
組
と
な
り
、
亦
火
矢
御
則
を
勤
め
た
。

ヲ
カ
ヒ
メ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

岡
姫
明
紳

以
来
郡
鴻
，

町
に
銀
座
L
、
蚊
宇
到
能
間
以
討
を
祭
る
。
明
治
に
重

り
附
術
品
脚
註
と
改
め
、
更
に
館
町
前
世
と
し
た
。

ヲ
カ
ヤ
守
、y
aケ
ル

岡
山
夜

明

治

二
年
八
月
山

港
仲
太
郎
町
守
が
本
多
政
均
を
附
殺
し
よ
う
と
し
た

時
、
間
山
茂
も
亦
そ
の
様
に
奥
っ
た
。
是
を
以
て
七

十
日
の
山
門
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
茂
は
刑
を
終
へ
た

後
郷
を
去
っ
て
行
〈
加
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

凶
っ
て
四
年
十

一
且
本
多
家
の
的
闘
が
政
主
の
仇
を

報
じ
た
時
に
も
茂
は
そ
の
艇
を
諮
れ
た
。

ヲ
カ
ヤ
マ
ヒ
テ
マ
サ
岡
山
英
正

泡
穂
際
兵
衛
・

制
川
製
附
足
帥
闘
で
あ
っ
た
o
明
和
中
江
戸
か
ら
京
宗
品
川

を
診
し
て
金
問
倒
木
小
路
の
邸
内
に
拙
ゑ
た
が
枯
川
町

し
た
o
後
一
品
び
之
を
商
し
、
安
永
中
漸
〈
繁
殖
す
る

に
及
ん
で
石
川
梢
十
一

屋
討
に
分
植
L
、
そ
の
後
右

太
夫
の
子
係
三
郎
の
時
阿
部
別
所

・
町
駅
野
新
等
に
も

修
し
た
。
右
大
夫
は
苧
保
十
二
年
の
生
ま
れ
で
、
入

十
践
に
奴
L
、
政
三
郎
は
姓
を
内
山
と
群

L
、
明
和

三
年
に
生
ま
れ、

お
永
三
年
四
月
引
日
八
十
五
践
で

波
し
た
。

ヲ
カ
モ
ト
キ
ヨ
ウ
ウ
ン

岡

本

間出
雲

泡
棺
七
之

助
。
越
前
の
人
。
も
と
佐
々
成
政
の
山地
廻
で
あ
っ
た

が
、
末
森
の
役
前
に
前
川
利
家
に
族
仕
L
て
回
計
十
仰

を
領
L
、
後
老
病
を
以
て
致
仕
し
て
随
前
続
出
附
近

に
幽
思
し
た
。
後
一
耐
弁
の
滞
士
長
見
右
衛
門
の
耐
に

よ
り
、
末
森
役
の
問
問
宋
を
記
し
て
之
中
一
典
へ
、
相
し

て
末
森
犯
と
い
う
た。

ヲ
カ
モ
ト
ゴ
ウ

岡
本
抑
制
羽
咋
仰
の
出
郷
針
。

和
名
抄
に
は
削
t
T
敏
い
て
ゐ
る
。
今
郡
内
に
阿
木
山

名
は
な
い
。
永
久
三
年
注
進

の
能
殺
凶
刷
曲
部
門
銑

に
、
羽
咋
郡
志
雄
保
地
市
制
凶
本
大
三
入
道
と
あ
る
山

は
、
そ
の
地
の
人
で
あ
ら
う
。

ヲ
カ
モ
ト
ス
ケ
ベ
Z

岡
本
助
兵
衛

本

姓

大
U
田

氏
。
倍
以
荒
子
に
於
い
て
前
川
利
家
に
仕
へ
、
後品開

漸
く
増
し
て
一
一
一
千
石
に
京
っ
た
。

子
掛
川品川
k
h
m
に
仕

へ
る
。

九
ーー....... ，、


